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本研究では死を想像することで時間割引の促進が生じる背景にある神経機序

について fMRI 実験により検討した。実験では 2 つの選択肢（A：すぐもらえる

少額報酬 vs. B：遅延時間後もらえる A より大きい報酬）を比較し、どちらか 1

つ好ましい方を選択する課題を実施した。選択肢が呈示される前に、死関連の

出来事を含む様々な出来事を呈示し、参加者は将来自身に起こり得る出来事と

して想像した。想像中の脳活動を解析した結果、大脳皮質正中内側部構造の脳

活動パターンで死関連出来事とほかの種類の出来事を識別できることが示され

た。特に、識別精度の高い参加者ほど、死を想像した後の時間割引が促進しや

すく（A を選択しやすい）、これらは死関連の情報処理が大脳皮質正中内側部

構造で行われ、それらが時間割引を調整していることを示唆している。 
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 自尊感情は対人関係における他者からの受容度のバロメーターとして機能し

（ソシオメーター理論）、また、死に対する脅威を和らげるようにも機能する

という（存在脅威管理理論）。前者の神経基盤の研究は多く存在するものの、

後者に関してはほとんど明らかにされていない。そこで本研究は、自尊感情の

高さによる死関連刺激に対する認知・情動処理の違いについて fMRI 実験により

検討した。その結果、自尊感情の低い者では死関連の刺激を処理する際の扁桃

体の活動が高く、また、自尊感情の高い者では右腹外側前頭前野と扁桃体が効

果的に相互作用していることが脳領域間の機能結合解析により明らかとなった。

これらは自尊感情が死の脅威の抑制に関わることを示唆し、存在脅威管理理論

を裏づける神経科学的なエビデンスを提供している。 
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社会経済的地位はマクロな現象だけでなく、ミクロな現象にも影響を及ぼす。

たとえば、幼少期に貧しい家庭で育った者は、対人関係におけるストレス状況

で過剰な情動反応を引き起こしやすいが示唆されている。そこで本研究では、

幼少期の社会経済的な豊かさが、集団内で仲間はずれにされた際に生じる心的

苦痛（社会的痛み）に及ぼす影響と、その背景にある神経基盤について NIRS を

用いて検討した。その結果、幼少期の社会経済的地位が低い者は、仲間はずれ

にされた際に社会的痛みを強く生起しやすいこと、また情動抑制に関わる右腹

外側前頭前皮質の活動が低いことが確認された。これらは幼少期の家庭環境で

培われた認知・情動に関わる心理・生理学的基盤が、将来の対人関係における

情動調整機能を左右することを示唆する。 
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人はさまざまなネガティブな出来事を乗り越えるため多様な心理社会的資源

を備えているという。本研究では心理社会的資源として一般的信頼と自尊感情

に着目し、社会的痛み（集団内で仲間はずれにされた際に生じる心的苦痛）の

抑制に対する効果について NIRS を用いた実験で検討した。その結果、一般的信

頼の低い者や自尊感情の低い者は、仲間はずれにされた際に社会的痛みを強く

生起しやすいことが示された。また、一般的信頼の高い者においては、仲間は

ずれにされた際に情動抑制に関わる右腹外側前頭前皮質の活動が高いことが確

認された。これらの結果を先行研究の知見と合わせて考えるならば、社会的排

斥状況において一般的信頼と自尊感情の機能は異なり、一般的信頼は社会的痛

みを抑制する神経基盤に関与していることを示唆する。 
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動物は報酬刺激に接近し、脅威刺激を回避する傾向を持つ。このシステムが

人間の社会機能においても重要な役割を果たす可能性がある。そこで本研究は

報酬感受性と脅威感受性の個人差に着目し、集団内で受容された際の受容感と

仲間はずれにされた際の心的苦痛（社会的痛み）への影響を検討した。実験の

結果、報酬感受性の高い者は受容状況において受容感が高く、脅威感受性の高

い者は仲間はずれにされた際の社会的痛みが強いことが示された。また、受容

と排斥状況における脳活動を NIRS で測定したところ、脅威感受性の高い者は排

斥状況で情動制御に関わる右腹外側前頭前皮質の活動が低いことが確認された。

これらは報酬感受性及び脅威感受性が認知システムの根幹を担い、社会的状況

の認知処理でも重要な機能を果たすことを示唆する。 


